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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シートに画像を形成する画像形成手段と、
　中綴じ製本を行う指示、および、挿入紙を挿入する指示を受信する受信手段と、
　前記受信手段により受信された前記挿入紙を挿入する指示に基づいて、第１のシート収
納部から給紙され、前記画像形成手段により１枚あたり偶数ページの画像が形成された複
数枚のシートに、第２のシート収納部から給紙された、当該シートとは種類の異なる挿入
紙を挿入する挿入手段と、
　前記受信手段により受信された前記中綴じ製本を行う指示に基づいて、前記挿入手段に
より前記挿入紙が挿入された複数枚のシートからなるシート束の中央を綴じ、該綴じられ
た前記シート束を半分に折る中綴じ製本処理を実行する中綴じ製本手段と、
　前記受信手段により受信された前記挿入紙を挿入する指示に、前記挿入紙を挿入するペ
ージの位置が指定されている場合であって、奇数ページの後に前記挿入紙を挿入すること
が指定されている場合は警告表示を行い、前記挿入手段による挿入処理を行わずに前記中
綴じ製本手段による前記中綴じ製本処理を実行する制御手段と、
　を有することを特徴とするシート処理装置。
【請求項２】
　シートに画像を形成する画像形成手段と、
　中綴じ製本を行う指示、および、挿入紙を挿入する指示を受信する受信手段と、
　前記受信手段により受信された前記挿入紙を挿入する指示に基づいて、第１のシート収
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納部から給紙され、前記画像形成手段により１枚あたり偶数ページの画像が形成された複
数枚のシートに、第２のシート収納部から給紙された、当該シートとは種類の異なる挿入
紙を挿入する挿入手段と、
　前記受信手段により受信された前記中綴じ製本を行う指示に基づいて、前記挿入手段に
より前記挿入紙が挿入された複数枚のシートからなるシート束の中央を綴じ、該綴じられ
た前記シート束を半分に折る中綴じ製本処理を実行する中綴じ製本手段と、
　前記受信手段により受信された前記挿入紙を挿入する指示に、前記挿入紙を挿入するペ
ージの位置が指定されている場合であって、偶数ページの後に前記挿入紙を挿入すること
が指定されている場合で、かつ、ジョブで指定されている総ページ数／２で示されるペー
ジ数の後に前記挿入紙を挿入することが指定されている場合に、前記中綴じ製本手段によ
る前記中綴じ製本処理を実行する制御手段と、
　を有することを特徴とするシート処理装置。
【請求項３】
　前記挿入紙が前記中綴じ製本手段による中綴じ製本処理を実行可能な種類の用紙である
か否かを判定する判定手段を更に有し、
　前記制御手段は、前記挿入紙が前記中綴じ製本処理を実行可能な種類の用紙であると前
記判定手段によって判定された場合に、前記挿入紙が挿入された複数枚のシートに対して
前記中綴じ製本手段によって前記中綴じ製本処理を実行するよう制御することを特徴とす
る請求項１又は２に記載のシート処理装置。
【請求項４】
　前記制御手段は、偶数ページの後に前記挿入紙を挿入するよう指定されている場合で、
かつ、前記挿入紙が中綴じ製本処理を実行可能な種類の用紙でないと判定された場合に、
前記挿入紙が挿入された複数枚のシートに対して前記中綴じ製本手段によって前記中綴じ
製本処理を実行しないよう制御することを特徴とする請求項３に記載のシート処理装置。
【請求項５】
　前記制御手段は、前記挿入紙が中綴じ製本処理を実行可能な種類の用紙でないと前記判
定手段によって判定された場合に、前記挿入紙が挿入された複数枚のシートに対して前記
中綴じ製本手段によって前記中綴じ製本処理を実行しないよう制御することを特徴とする
請求項３又は４に記載のシート処理装置。
【請求項６】
　前記判定手段は、前記挿入紙が前記中綴じ製本処理を実行可能な種類の用紙でないと判
定された場合に、警告表示を行うことを特徴とする請求項３～５のいずれか１項に記載の
シート処理装置。
【請求項７】
　前記判定手段は、前記挿入紙が厚紙である場合に、前記挿入紙が中綴じ製本処理を実行
可能な種類の用紙でないと判定することを特徴とする請求項３～６のいずれか１項に記載
のシート処理装置。
【請求項８】
　前記判定手段は、前記挿入紙がコート紙である場合に、前記挿入紙が中綴じ製本処理を
実行可能な種類の用紙でないと判定することを特徴とする請求項３～６のいずれか１項に
記載のシート処理装置。
【請求項９】
　前記判定手段は、前記挿入紙が普通紙である場合に、前記挿入紙が中綴じ製本処理を実
行可能な種類の用紙であると判定することを特徴とする請求項３～８のいずれか１項に記
載のシート処理装置。
【請求項１０】
　偶数ページの後に前記挿入紙を挿入することが指定されている場合は、警告表示を行わ
ずに、前記中綴じ製本手段による前記中綴じ製本処理を実行することを特徴とする請求項
１～９のいずれか１項に記載のシート処理装置。
【請求項１１】
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　前記受信手段は、外部装置から、複数ページの画像データとともに、前記中綴じ製本を
行う指示および前記挿入紙を挿入する指示を受信することを特徴とする請求項１～１０の
いずれか１項に記載のシート処理装置。
【請求項１２】
　前記画像形成手段は、１枚のシートの表面と裏面にそれぞれ２ページの画像を形成する
ことを特徴とする請求項１～１１のいずれか１項に記載のシート処理装置。
【請求項１３】
　前記制御手段は、前記挿入紙を挿入できないことを示す警告を表示部に表示することで
警告表示を行うことを特徴とする請求項１～１２のいずれか１項に記載のシート処理装置
。
【請求項１４】
　前記挿入紙は、あらかじめ画像が印刷された用紙であることを特徴とする請求項１～１
３のいずれか１項に記載のシート処理装置。
【請求項１５】
　前記挿入紙は、カラー用紙であることを特徴とする請求項１～１３のいずれか１項に記
載のシート処理装置。
【請求項１６】
　シートに画像を形成する画像形成工程と、
　中綴じ製本を行う指示、および、挿入紙を挿入する指示を受信する受信工程と、
　前記受信工程で受信された前記挿入紙を挿入する指示に基づいて、第１のシート収納部
から給紙され、前記画像形成工程において１枚あたり偶数ページの画像が形成された複数
枚のシートに、第２のシート収納部から給紙された、当該シートとは種類の異なる挿入紙
を挿入する挿入工程と、
　前記受信工程で受信された前記中綴じ製本を行う指示に基づいて、前記挿入工程で前記
挿入紙が挿入された複数枚のシートからなるシート束の中央を綴じ、該綴じられた前記シ
ート束を半分に折る中綴じ製本処理を実行する中綴じ製本工程と、
　前記受信工程により受信された前記挿入紙を挿入する指示に、前記挿入紙を挿入するペ
ージの位置が指定されている場合であって、奇数ページの後に前記挿入紙を挿入すること
が指定されている場合は警告表示を行い、前記挿入工程において挿入処理を行わずに前記
中綴じ製本工程で前記中綴じ製本処理を実行する制御工程と、
　を有することを特徴とするシート処理装置の制御方法。
【請求項１７】
　シートに画像を形成する画像形成工程と、
　中綴じ製本を行う指示、および、挿入紙を挿入する指示を受信する受信工程と、
　前記受信工程で受信された前記挿入紙を挿入する指示に基づいて、第１のシート収納部
から給紙され、前記画像形成工程において１枚あたり偶数ページの画像が形成された複数
枚のシートに、第２のシート収納部から給紙された、当該シートとは種類の異なる挿入紙
を挿入する挿入工程と、
　前記受信工程で受信された前記中綴じ製本を行う指示に基づいて、前記挿入工程で前記
挿入紙が挿入された複数枚のシートからなるシート束の中央を綴じ、該綴じられた前記シ
ート束を半分に折る中綴じ製本処理を実行する中綴じ製本工程と、
　前記受信工程により受信された前記挿入紙を挿入する指示に、前記挿入紙を挿入するペ
ージの位置が指定されている場合であって、奇数ページの後に前記挿入紙を挿入すること
が指定されている場合は警告表示を行い、前記挿入工程において挿入処理を行わずに前記
中綴じ製本工程で前記中綴じ製本処理を実行する制御工程と、
　を有することを特徴とするシート処理装置の制御方法を、コンピュータに実行させるた
めのプログラム。
　
【発明の詳細な説明】
【技術分野】



(4) JP 6061515 B2 2017.1.18

10

20

30

40

50

【０００１】
　本発明は、シートに処理を行うシート処理装置、シート処理装置の制御方法及びプログ
ラムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、印刷物に対して、挿入紙を挿入するシート処理装置がある。このようなシート処
理装置によれば、例えば、画像をモノクロで印刷することによって印刷物を生成し、その
印刷物の間にカラーの挿入紙を挿入することができる。（特許文献１参照）
　また、従来、中綴じ製本処理を実行するシート処理装置がある。中綴じ製本機能を実行
する場合、シート処理装置は、複数枚のシートに画像を印刷し、当該複数枚のシートのほ
ぼ中央を綴じ、複数枚のシートを綴じた部分で半分に折ることによって製本物を生成する
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００３－９１３９０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　従来のシート処理装置は、平積みされる印刷物に挿入紙を挿入することはできるが、中
綴じ製本される印刷物に挿入紙を挿入することはできない。そのため、モノクロ印刷され
る印刷物にカラーの挿入紙が見開きとして挿入された製本物を手に入れたい場合でも、ユ
ーザは、そのような製本物を手に入れることができない。
【０００５】
　本発明は、上記の課題を解決するためになされたもので、本発明の目的は、挿入紙が中
綴じ製本処理を実行可能な種類の用紙であるか否かに基づいて中綴じ製本処理を実行する
よう制御する仕組みを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成する本発明のシート処理装置は以下に示す構成を備える。
　シートに画像を形成する画像形成手段と、中綴じ製本を行う指示、および、挿入紙を挿
入する指示を受信する受信手段と、前記受信手段により受信された前記挿入紙を挿入する
指示に基づいて、第１のシート収納部から給紙され、前記画像形成手段により１枚あたり
偶数ページの画像が形成された複数枚のシートに、第２のシート収納部から給紙された、
当該シートとは種類の異なる挿入紙を挿入する挿入手段と、前記受信手段により受信され
た前記中綴じ製本を行う指示に基づいて、前記挿入手段により前記挿入紙が挿入された複
数枚のシートからなるシート束の中央を綴じ、該綴じられた前記シート束を半分に折る中
綴じ製本処理を実行する中綴じ製本手段と、前記受信手段により受信された前記挿入紙を
挿入する指示に、前記挿入紙を挿入するページの位置が指定されている場合であって、奇
数ページの後に前記挿入紙を挿入することが指定されている場合は警告表示を行い、前記
挿入手段による挿入処理を行わずに前記中綴じ製本手段による前記中綴じ製本処理を実行
する制御手段と、を有することを特徴とする。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、挿入紙が中綴じ製本処理を実行可能な種類の用紙であるか否かに基づ
いて中綴じ製本処理を実行するよう制御することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】画像処理システムの全体構成を示すブロック図である。
【図２】本実施形態を示すシート処理装置のモジュール構成を示すブロック図である。
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【図３】本実施形態を示すシート処理装置を適用する画像形成装置の一例を示す図である
。
【図４】情報処理装置のユーザインタフェースの一例を示す図である。
【図５】シート処理装置の制御方法を説明するフローチャートである。
【図６】シート処理装置のシート処理方法を説明する図である。
【図７】シート処理装置の制御方法を説明するフローチャートである。
【図８】シート処理の制限条件を説明する図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　次に本発明を実施するための最良の形態について図面を参照して説明する。
　＜システム構成の説明＞
　〔第１実施形態〕
　図１は、本実施形態に係る画像形成装置とＰＣからなる画像処理システムの全体構成を
示すブロック図である。
【００１０】
　図１において、コントローラユニット１００は、画像入力デバイスであるスキャナ１１
７、画像出力デバイスであるプリンタエンジン１１８、フィニッシャ１１９を制御する。
また、コントローラユニット１００は、操作者からの指示の入力を受け付けるとともに、
操作者への情報の表示を行うための操作部１５０を有する。スキャナ１１７は、スキャナ
処理部１１５と、プリンタエンジン１１８、フィニッシャ１１９はプリンタ処理部１１６
と接続される。スキャナ処理部１１５、プリンタ処理部１１６、操作部１５０はそれぞれ
、コントローラユニット１００に接続され、コントローラユニット１００からの指示によ
り制御される。
【００１１】
　ＣＰＵ１０１は、システムバス１０８を通して、ＲＡＭ１０２、ＲＯＭ１０３、ＨＤＤ
１０４、画像パスＩ／Ｆ１０５、操作部Ｉ／Ｆ１０６、ネットワークＩ／Ｆ１０７と接続
される。ＣＰＵ１０１は、画像形成装置を、統括的に制御する。例えば、スキャナ１１７
による原稿の読取制御や、プリンタエンジンによる印刷制御、ＰＣ１０００との通信制御
、操作部１５０による表示制御を行う。ＲＡＭ１０２は、ＣＰＵ１０１の作業領域を提供
するためのメモリである。ＲＡＭ１０２はパラメータ設定を一時記録するための設定値記
憶メモリと、画像データを一部記憶するための画像メモリとして使用される。ＲＯＭ１０
３は、ブートＲＯＭであり、システムブートプログラムが格納されている。ＨＤＤ１０４
には、システムソフトウェア、コントローラプログラム、パラメータ設定値履歴、画像デ
ータなどが格納される。
【００１２】
　ＣＰＵ１０１は、ＲＯＭ１０３に格納されたシステムブートプログラムをＲＡＭ１０２
に記録させることができる。システムブートプログラムを実行することにより、ＣＰＵ１
０１が、システムソフトウェアや、コントローラプログラムを実行することができる状態
となる。
【００１３】
　操作部１５０は、ユーザからの指示を受け付けるハードキーと、操作画面やシステム状
況画面を表示する表示部を備える。表示部はタッチパネルを備えており、操作部１５０は
、タッチパネルを介してユーザから指示を受け付ける。操作部Ｉ／Ｆ１０６は、操作部１
５０との間で入出力を行うためのインタフェースである。操作部Ｉ／Ｆ１０６は、ＣＰＵ
１０１からの指示によって、操作部１５０の表示部に表示すべき画像データを操作部１５
０へ出力する。また、操作部１５０は、操作者が操作部１５０のハードキーまたはタッチ
パネルを介して入力した情報を、ＣＰＵ１０１へ伝える。
　ネットワークＩ／Ｆ１０７は、ＬＡＮ１２０と接続され、ＬＡＮ１２０に対して情報の
入出力を行う。ＲＩＰ部１１０は、ＬＡＮ１２０から受信したＰＤＬコードをビットマッ
プ画像に展開する。
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【００１４】
　画像伸長部１１３は、プリンタ処理部１１６で画像処理をし、プリンタエンジン１１８
で出力する場合に、ＨＤＤ１０４に圧縮、符号化されて格納されている画像データを複合
化し伸長するものである。また、画像圧縮部１１４は、ＲＩＰ部１１０やスキャナ処理部
１１５で処理された画像データをＨＤＤ１０４へ格納する際に所定の圧縮方式で符号化す
る。
【００１５】
　デバイスＩ／Ｆ１１１は、スキャナ処理部１１５およびプリンタ処理部１１６を介して
スキャナ１１７やプリンタエンジン１１８およびフィニッシャ１１９を接続し、画像デー
タの同期系／非同期系の変換と、設定値、調整値、機器状態のデータの伝送を行う。
【００１６】
　スキャナ処理部１１５は、スキャナ１１７から入力した画像データに対して、補正、加
工、像域分離、変倍、２値化処理などの編集等の各種処理を行う。スキャナ１１７は、図
示しない自動連続原稿送り装置と圧板読取装置を持ち、複数枚の原稿の両面の読み取りを
行うことが出来る。また、図示しない原稿カバー開閉、原稿の有無、原稿サイズ検知を行
うセンサを有している。検知した情報やスキャナ１１７の状態情報はスキャナ処理部１１
５とデバイスＩ／Ｆ１１１を介してＣＰＵ１０１へ送信される。
【００１７】
　プリンタエンジン１１８は、シート（用紙）を格納するための給紙カセットを有し、給
紙カセットからシートを給紙し、給紙されたシートに、画像データに基づく画像を印刷し
、画像が印刷されたシートを機外に排紙する。プリンタ処理部１１６は、プリント出力す
る画像データに対して、プリンタエンジン１１８に応じた補正、解像度変換などの処理や
、画像の印字位置の調整といった処理を行う。また、ステイプル処理、パンチ処理、中綴
じ製本処理などフィニッシャ１１９を制御する処理も行う。
【００１８】
　＜ソフトウェアモジュールの説明＞
【００１９】
　図２は、本実施形態を示すシート処理装置のモジュール構成を示すブロック図である。
なお、後述する各ソフトウェアモジュールは、ＲＡＭ１０２にロードされて、主にＣＰＵ
１０１により実行されることにより、各モジュールに対応づけられたデータ処理が実現さ
れる。
【００２０】
　図２において、ジョブコントロール処理部２０１は、図示／不図示の各ソフトウェアモ
ジュールを総括的に制御し、コピー、プリント、スキャン、ＵＩ処理などの画像形成装置
内で発生するあらゆるジョブの制御を行う。
【００２１】
　ＵＩ処理部２０２は、主に操作部１５０、操作部Ｉ／Ｆ１０６に係る制御を行う。操作
者が操作部１５０を操作した内容を、ジョブコントロール処理部２０１へ通知するととも
に、ジョブコントロール処理部２０１からの指示に基づいて、操作部１５０上の表示画面
の表示内容を制御する。また操作部１５０に表示するための描画データの編集などを制御
する。
【００２２】
　ネットワーク処理部２０３は、主にネットワークＩ／Ｆ１０７を介して行われる外部と
の通信を制御するモジュールであり、ＬＡＮ１２０上の各機器との通信制御を行う。ネッ
トワーク処理部２０３は、ＬＡＮ１２０の各機器からの制御コマンドやデータを受信する
と、その内容をジョブコントロール処理部２０１へ通知する。またジョブコントロール処
理部２０１からの指示に基づき、ＬＡＮ１２０の各機器へ制御コマンドやデータの送信を
行う。
【００２３】
　ＲＩＰ処理部２０４は、ジョブコントロール処理部２０１の指示に基づいて、ＰＤＬ（
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ページ記述言語）の解釈（インタプリット）を行い、ＲＩＰ部１１０を制御してレンダリ
ングすることで、ビットマップ画像への展開を行う。
【００２４】
　画像編集処理部２０５は、ジョブコントロール処理部２０１の指示に基づいて、画像処
理部１１２を制御し、指定した画像に対して画像処理を行う。画像編集処理部２０５は、
ジョブコントロール処理部２０１より画像データ、画像情報（画像データのサイズ、カラ
ーモード、解像度など）を受け付ける。そして、画像処理部１１２、画像伸長部１１３、
画像圧縮部１１４を制御して、画像データに対して適切な画像処理を施し、画像処理後の
画像をジョブコントロール処理部２０１へ通知する。
【００２５】
　スキャン処理部２０６は、ジョブコントロール処理部２０１の指示に基づいて、スキャ
ナ１１７、およびスキャナ処理部１１５を制御して、スキャナ１１７上に設置されている
原稿の読み込みを指示する。
【００２６】
　そして、スキャン処理部２０６は、読み込んだ原稿画像に対してスキャナ処理部１１５
での画像処理を指示する。スキャン処理部２０６は、スキャナ処理部１１５とスキャナ１
１７の状態情報を取得してジョブコントロール処理部２０１へ通知する。
【００２７】
　プリント処理部２０７は、ジョブコントロール処理部２０１の指示に基づいて、画像処
理部１１２、プリンタ処理部１１６およびプリンタエンジン１１８を制御し指定された画
像処理に対して印刷処理を行う。プリント処理部２０７は、ジョブコントロール処理部２
０１より、画像データ、画像情報（画像データのサイズ、カラーモード、解像度など）、
レイアウト情報（オフセット、拡大縮小、面付けなど）および出力用紙情報（サイズ、印
字方向）などの情報を受け付ける。
【００２８】
　そして、プリント処理部２０７は、画像伸長部１１３、画像圧縮部１１４、画像処理部
１１２およびプリンタ処理部１１６を制御して、画像データに対して適切な画像処理を施
し、プリンタエンジン１１８を制御して印刷用紙への印刷を指示する。
【００２９】
　また、プリント処理部２０７は、プリンタ処理部１１６とプリンタエンジン１１８を制
御して印刷用紙への印刷を指示する。プリンタエンジン１１８は、プリンタ処理部１１６
より受け取った情報を元に、ＣＰＵ１０１がフィニッシャ１１９に指示しフィニッシャ１
１９を制御する。そして、プリント処理部２０７は、プリンタ処理部１１６とプリンタエ
ンジン１１８、フィニッシャ１１９の状態情報を取得して、ジョブコントロール処理部２
０１へ通知する。
【００３０】
　図３は、本実施形態を示すシート処理装置を適用する画像形成装置の一例を示す図であ
る。画像形成装置は、シートを格納するためのシート格納手段として、カセット３０１、
カセット３０２、カセット３０３、カセット３０４の４つの給紙カセットを有している。
なお、本実施形態では、カセットを特定のシートを挿入するための挿入手段として使用す
る場合を説明する。しかしながら、プリンタエンジン１１８とフィニッシャ１１９との間
に特定のシートを挿入する挿入装置（インサータ）を接続した構成としても同様の効果が
期待できる。また、各カセットに種別の異なる、例えば色や厚みの異なる特定のシートを
格納して、複数の種類の特定のシートを用いて、他のカセットから給紙されるシートとを
重ね合わせて中綴じ製本処理するように制御する構成としてもよい。
　また、本実施形態では、特定のシートを挿入する位置（挿入ページ）を本文ページで指
定する場合を説明する。
　複数の給紙カセットは、それぞれの給紙カセットに格納された用紙のサイズを検知して
プリンタエンジン１１８とプリンタ処理部１１６とデバイスＩ／Ｆ１１１を介してＣＰＵ
１０１に通知する。
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【００３１】
　また、フィニッシャ１１９の状態情報、各給紙カセットの用紙残量、カセットの開閉状
態などの機器状態情報は、プリンタ処理部１１６とデバイスＩ／Ｆ１１１を介してＣＰＵ
１０１へ送信される。
【００３２】
　図３に示すフィニッシャ１１９は、スタックトレイ４０２及び、処理トレイ４０３、ス
テイプラ４０４、ブックレットトレイ４０５、中綴じ製本部４０６を有する。当該フィニ
ッシャ１１９は、ステイプル処理、中綴じ処理、未綴じ折り処理を実行することができる
。
【００３３】
　ステイプル処理において、フィニッシャ１１９は、プリンタエンジン１１８から搬送さ
れる印刷用紙を、内部の処理トレイ４０３に順次蓄えていき、該処理トレイ４０３上にて
ステイプラ４０４にて綴じ処理を実行する。そして、フィニッシャ１１９は、綴じられた
印刷物を、スタックトレイ４０２に排紙する。
　中綴じ製本処理において、フィニッシャ１１９は、中綴じ製本部４０６により印刷用紙
の中央部分を２ヶ所綴じた後に、印刷用紙の中央部分を突き出し部によって押し出す形で
、ローラに噛ませることによって印刷用紙を半分に折る。中綴じ製本部４０６で製本され
た印刷用紙は、ブックレットトレイ４０５に排出される。
　未綴じ折り処理において、フィニッシャ１１９は、印刷用紙の中央部分を突き出し部に
よって押し出す形でローラに噛ませることにより印刷用紙を半分に折った後、ブックレッ
トトレイ４０５に排出する。
【００３４】
　図４は、本実施形態を示す画像形成装置と通信可能な情報処理装置（ＰＣ）のプリンタ
ドライバの操作画面（ユーザインタフェース）の一例を示す図である。
【００３５】
　図４において、（ａ）は仕上げの設定画面を示し、印刷方法設定５０２では、「片面」
、「両面」、「製本印刷」が設定可能に構成されている。中綴じ設定５０３では、製本印
刷が選択された際に中綴じを行うかを選択可能に構成されている。中綴じ設定５０３にチ
ェックが付けられた状態で印刷が開始されると、中綴じ製本処理が実行され、中綴じ設定
５０３にチェックが付けられていない状態で印刷が開始されると、未綴じ折り処理が実行
される。
【００３６】
　製本印刷の処理方法５０４は、印刷用紙に対する画像のレイアウト処理を、画像形成装
置側で行うか、情報処理装置側で行うかを決めるためのボタン群である。ボタン群には、
「アプリケーション側で処理」、「ドライバで処理」、「デバイス側で処理」の３種類が
あり、ユーザはいずれかのボタンを選択可能である。ここで、「アプリケーション側で処
理」、「ドライバで処理」が選択されると、画像のレイアウト処理は、情報処理装置側で
行われる。一方、「デバイス側で処理」が選択されると、画像のレイアウト処理は、画像
形成装置側で行われる。この画面で、「表紙／挿入紙の設定」ボタン５００が押されると
、図４（ｂ）に示す画面が表示される。
【００３７】
　図４の（ｂ）は、表紙、挿入紙の設定画面５０５を示す。挿入紙の設定画面５０５にお
いて、表紙設定５０６では表紙を給紙する給紙カセット、表紙への印字の有無を選択可能
に構成されている。また、挿入紙設定ボタン５０７を押すと、図４の（ｃ）に示す画面が
表示され、本文に挿入すべき挿入紙の設定を行うことができる。
【００３８】
　図４の（ｃ）挿入紙の指定設定画面５０８には、給紙部５１０、印刷面５１１、挿入先
（挿入位置）５１２が表示される。ユーザは、給紙部５１０を操作して、挿入紙を給紙す
る給紙カセットを決める。また、ユーザは、印刷面５１１を操作して、挿入紙に画像を印
刷するか否かを決める。さらに、ユーザは、挿入先５１２を操作して、挿入紙を挿入すべ
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き本文中の挿入位置を決める。例えば、挿入先５１２で「１」が入力された場合には、挿
入紙は、１ページ目の画像の次に挿入されるよう制御される。また、挿入先５１２で「２
」が入力された場合には、挿入紙は、２ページ目の画像の次に挿入されるよう制御される
。挿入位置で設定された項目は、追加ボタン５１４により追加され、追加された挿入紙の
設定は、挿入位置の確認欄５１３により確認可能に構成されている。また、削除したい挿
入紙の設定に対しては挿入位置の確認欄５１３から選択し、削除ボタンを押下することで
削除できるように構成されている。
【００３９】
　次に、図５を用いて、図４に示すＵＩ画面で挿入紙設定がされた場合の印刷動作につい
て説明する。図５は、本実施形態を示すシート処理装置の制御方法を説明するフローチャ
ートである。本例は、図３に示した給紙カセットに格納された挿入紙を用いて後処理を行
うシート処理例である。なお、各ステップは、ＣＰＵ１０１がＲＡＭ１０２に図２に示し
たモジュールをロードして各部を制御することにより実現される。また、以下の説明では
、制御主体をモジュールとして説明する。
【００４０】
　まず、ジョブコントロール処理部２０１は、ＬＡＮ１２０を介して接続される情報処理
装置（ＰＣ）１０００にインストールされたプリンタドライバから、ジョブ（印刷指示、
印刷設定、画像データを含む）を受信する（Ｓ７０１）。
　次に、ジョブコントロール部２０１は、Ｓ７０１で受信したジョブを解析し、ジョブの
情報を取得し、取得したジョブの情報をＨＤＤ１０４に記憶する（Ｓ７０２）。その後、
ジョブコントロール処理部２０１は、ＨＤＤ１０４に記憶されたジョブの情報に従って、
そのジョブを実行する。
【００４１】
　まず、ジョブコントロール処理部２０１が、Ｓ７０２で取得されたジョブの情報に基づ
いて、そのジョブに中綴じ製本処理を実行するよう設定されており、且つ、挿入紙を挿入
するよう指定されているか否かを判定する（Ｓ７０３）。中綴じ設定５０３によって中綴
じ製本処理を実行するよう設定されている場合に、ジョブに、中綴じ製本処理を実行する
よう指定されるものとする。また、挿入紙の指定画面５０８で挿入紙を挿入するよう設定
されている場合に、ジョブに、挿入紙を挿入するよう指定されるものとする。ここで、ジ
ョブコントロール処理部２０１が、そのジョブに中綴じ製本処理を実行するよう設定され
ており、且つ、挿入紙を挿入するよう指定されていると判定した場合、Ｓ７０４に処理を
進める。一方、ジョブコントロール処理部２０１が、そのジョブに中綴じ製本処理を実行
するよう設定されていない、または、挿入紙を挿入するよう指定されていないと判定した
場合、Ｓ７０９に処理を進める。
【００４２】
　Ｓ７０９では、ジョブの設定に従って印刷処理を実行する。例えば、中綴じ製本処理で
はなく、ステイプル処理を実行するよう設定されている場合、ジョブコントロール処理部
２０１は、印刷処理が実行されたシートに対してステイプルを実行する。一方、後処理を
実行しないよう設定されていれば、ジョブコントロール処理部２０１は、印刷処理が実行
されたシートに対して後処理を実行せずに、当該シートを排紙する。
【００４３】
　次に、Ｓ７０４で、ジョブコントロール処理部２０１は、挿入紙を挿入可能かどうか判
断する。本判断では挿入位置における挿入可否を判断する。例えば、本例では、ＰＣ１０
００にインストールされたプリンタドライバからは画像データが８ページ分入力される。
ジョブコントロール処理部２０１は、８ページ分の画像データを、図６（ａ）のシート６
０１、６０２の表の２ページと裏の２ページのそれぞれにレイアウトする。そして、ジョ
ブコントローラ処理部２０１は、それぞれの画像データが印刷されたシートに対して中綴
じ製本処理を実行するよう制御する。また、ジョブコントローラ処理部２０１は、中綴じ
製本される印刷物に、挿入紙を挿入するよう制御する。このとき、４ページ目の画像デー
タの印刷の後に、挿入紙を挿入することは可能であり、印刷結果は、図６（ｂ）に示すよ



(10) JP 6061515 B2 2017.1.18

10

20

30

40

50

うになる。一方、２ページ目の画像データの印刷の後や、３ページ目の画像データの印刷
の後に、挿入紙を挿入することはできない。つまり、「総ページ数／２」で示されるペー
ジ数の後に挿入紙を入れるように設定されている場合のみ、ジョブコントローラ部２０１
は、挿入紙を挿入することができると判定する。それによって、見開きになる位置に、挿
入紙が挿入される場合に、挿入紙を挿入する処理を実行することができ、それ以外の位置
に挿入紙が挿入されるよう指示されている場合に、挿入紙の挿入処理を禁止することがで
きる。
【００４４】
　通常のシート６０１、６０２は、図３に示す給紙カセット３０１から給紙され、挿入紙
（あらかじめ画像が印刷された用紙、またはカラー用紙（カラー用紙に印刷された用紙）
）は給紙カセット３０２から給紙される設定となっている。
【００４５】
　なお、挿入紙の給紙カセットの指定は、給紙カセット３０２以外の給紙カセットであっ
ても、本発明を適用可能である。
【００４６】
　Ｓ７０４において、挿入可能であるとジョブコントロール処理部２０１が判断した場合
、Ｓ７０５に処理を進める。ジョブコントロール処理部２０１は、プリンタエンジン１１
８に、給紙カセット３０２からシートを給紙させ、給紙されたシートに、ジョブのページ
の画像を印刷させる。そして、ジョブコントロール処理部２０１は、画像が印刷されたシ
ートを、フィニッシャ１１９の中綴じ製本部４０６に蓄積させる（Ｓ７０５）。そして、
Ｓ７０６で、ジョブコントロール処理部２０１は、給紙カセット３０１から挿入紙を給紙
させ、フィニッシャ１１９の中綴じ製本部４０６に蓄積させる（Ｓ７０６）。図４（ｃ）
の印刷面５１１の設定で印刷するよう設定されていれば、ジョブコントロール処理部２０
１は、この挿入紙にも画像を印刷させる。一方、図４（ｃ）の印刷面５１１の設定で印刷
するよう設定されていなければ、ジョブコントロール処理部２０１は、この挿入紙に画像
を印刷しないよう制御する。
【００４７】
　そして、ジョブのページの画像が印刷されたシートと、挿入紙の蓄積が終了した後、ジ
ョブコントロール処理部２０１は、シートと挿入紙を重ね合わせて中綴じ製本処理を実行
する（Ｓ７０７）。
　一方、Ｓ７０４で、特定のシートに対応する挿入紙６０５を挿入できないとジョブコン
トロール処理部２０１が判断した場合、Ｓ７０８へ進む。Ｓ７０８で、ジョブコントロー
ル処理部２０１は、挿入紙を挿入できないことを示す警告を操作部１５０の表示部にメッ
セージで表示する。そして、処理を終了する。なお、Ｓ７０８の後、ジョブコントロール
処理部２０１は、挿入紙を挿入せずに、ジョブのページの画像を印刷したシートに対して
、中綴じ製本処理を実行して排紙するよう制御してもよい。
【００４８】
　なお、本実施形態において、プリンタドライバを用いて印刷指示を受け付けるジョブを
例に説明を行った。しかしながら、本発明はこれに限られるものではない。例えば、スキ
ャナ１１７で読み取った原稿の画像をプリンタエンジン１１８によってシートに印刷する
コピージョブや、画像形成装置のＨＤＤ１０４に保存した文書を操作部１５０からの指示
で印刷するボックスジョブにも適用することができる。コピージョブやボックスジョブを
実行する場合、ジョブコントロール処理部２０１は、操作部１５０の表示部に図４に示す
画面を表示し、操作部１５０を介してユーザからの指示を受け付けるようにすればよい。
　第１実施形態によれば、中綴じ製本時において、表紙だけでなく挿入紙を挿入可能であ
り、より多様な製本処理を実現可能である。
　なお、上述した実施形態では、Ｓ７０４で、「総ページ数／２」で示されるページ数の
後に挿入紙を入れるように設定されている場合のみ、ジョブコントローラ部２０１は、挿
入紙を挿入することができると判定する例を説明した。しかしながら、本発明はこれに限
られるものではない。例えば、ジョブコントロール処理部２０１は、２の倍数のページの
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後に挿入紙を挿入するよう設定されている場合に、挿入紙を挿入可能であると判断しても
よい。例えば、２ページ目の画像データの印刷の後に挿入紙を挿入するよう設定されてい
る場合、ジョブコントロール処理部２０１は、用紙６０３と用紙６０４の間に挿入紙を挿
入するよう制御する。つまり、ジョブコントロール処理部２０１は、３ページ目が挿入紙
となるような位置に、挿入紙が挿入されるよう制御する。
　〔第２実施形態〕
【００４９】
　第１実施形態では、挿入紙の種類として、普通紙が使用される例を説明した。本実施形
態では、挿入紙の給紙カセットに厚紙などの折り曲げにくい用紙がセットされていた場合
の動作について記載する。
【００５０】
　なお、本実施形態のシート処理装置を適用する画像形成装置の構成とソフトウェアモジ
ュール構成は、第１実施形態と同様であるため説明を省略する。また、本実施形態におい
ても、第１実施形態と同様に図４に示したように、ＰＣ１０００のプリンタドライバの設
定により印刷設定がされている例を説明する。
【００５１】
　図７は、本実施形態を示すシート処理装置の制御方法を説明するフローチャートである
。本例は、図３に示した給紙カセットに格納された挿入紙を用いてシート後処理を行うシ
ート処理例であって、図４に示したＵＩ画面において、挿入紙の給紙元として、中綴じで
きない種類の用紙が設定された場合の処理の例である。なお、各ステップは、ＣＰＵ１０
１がＲＡＭ１０２に図２に示したモジュールをロードして各部を制御することにより実現
される。また、以下の説明では、制御主体をモジュールとして説明する。
【００５２】
　まず、ジョブコントロール処理部２０１は、ＬＡＮ１２０を介して接続される情報処理
装置（ＰＣ）１０００にインストールされたプリンタドライバから、ジョブ（印刷指示、
印刷設定、画像データを含む）を受信する（Ｓ９０１）。
　次に、ジョブコントロール部２０１は、Ｓ９０１で受信したジョブを解析し、ジョブの
情報を取得し、取得したジョブの情報をＨＤＤ１０４に記憶する（Ｓ９０２）。その後、
ジョブコントロール部２０１は、ＨＤＤ１０４に記憶されたジョブの情報に従って、その
ジョブを実行する。
【００５３】
　まず、ジョブコントロール処理部２０１が、Ｓ９０２で取得されたジョブの情報に基づ
いて、そのジョブに中綴じ製本処理を実行するよう設定されており、且つ、挿入紙を挿入
するよう指定されているか否かを判定する（Ｓ９０３）。ここで、ジョブコントロール処
理部２０１が、そのジョブに中綴じ製本処理を実行するよう設定されており、且つ、挿入
紙を挿入するよう指定されていると判定した場合、Ｓ９０４に処理を進める。一方、ジョ
ブコントロール処理部２０１が、そのジョブに中綴じ製本処理を実行するよう設定されて
いない、または、挿入紙を挿入するよう指定されていないと判定した場合、Ｓ９１０に処
理を進める。
【００５４】
　Ｓ９１０では、ジョブの設定に従って印刷処理を実行する。例えば、中綴じ製本処理で
はなく、ステイプル処理を実行するよう設定されている場合、ジョブコントロール処理部
２０１は、印刷処理が実行されたシートに対してステイプルを実行する。一方、後処理を
実行しないよう設定されていれば、ジョブコントロール処理部２０１は、印刷処理が実行
されたシートに対して後処理を実行せずに、当該シートを排紙する。一方、Ｓ９０４に処
理を進めた場合、ジョブコントロール処理部２０１は、挿入紙を挿入可能かどうか判断す
る。本判断は、図５のＳ７０４で説明した判断と同様の判断であるため、詳しい説明を省
略する。そして、Ｓ９０４で挿入紙を挿入可能であるとジョブコントロール処理部２０１
が判断した場合は、Ｓ９０５へ進み、挿入できないと判断した場合は、Ｓ９０９へ進む。
【００５５】
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　次に、Ｓ９０５にて、ジョブコントロール処理部２０１は、挿入するよう設定された挿
入紙の種類が、挿入可能な用紙の種類であるかを判断する。ジョブコントロール処理部２
０１は、ＨＤＤ１０４に記憶された図８に示すテーブルを使用してＳ９０５の判断を行う
。図８に示すテーブルは、挿入紙の種類と、各種類の用紙を表紙として使用できるか否か
、及び本文として使用できるか否かを示している。普通紙や再生紙は、表紙や本文として
折り曲げられるが、厚紙やコート紙は表紙や本文として折り曲げられないことを示してい
る。
【００５６】
　この図８に示すテーブルに従って、ジョブコントロール処理部２０１が、挿入するよう
設定された挿入紙の種類が、挿入可能な用紙の種類であると判断した場合、Ｓ９０６に処
理を進める。一方、ジョブコントロール処理部２０１が、挿入可能な用紙の種類でないと
判断した場合、Ｓ９０９に処理を進める。ジョブコントロール処理部２０１は、プリンタ
エンジン１１８に、給紙カセット３０２からシートを給紙させ、給紙されたシートに、ジ
ョブのページの画像を印刷させる。そして、ジョブコントロール処理部２０１は、画像が
印刷されたシートを、フィニッシャ１１９の中綴じ製本部４０６に蓄積させる（Ｓ９０６
）。そして、Ｓ９０７で、ジョブコントロール処理部２０１は、給紙カセット３０１から
挿入紙を給紙させ、フィニッシャ１１９の中綴じ製本部４０６に蓄積させる（Ｓ９０７）
。図４（ｃ）の印刷面５１１の設定で印刷するよう設定されていれば、ジョブコントロー
ル処理部２０１は、この挿入紙にも画像を印刷させる。一方、図４（ｃ）の印刷面５１１
の設定で印刷するよう設定されていなければ、ジョブコントロール処理部２０１は、この
挿入紙に画像を印刷しないよう制御する。そして、ジョブのページの画像が印刷されたシ
ートと、挿入紙の蓄積が終了した後、ジョブコントロール処理部２０１は、シートと挿入
紙を重ね合わせて中綴じ製本処理を実行する（Ｓ９０８）。
　一方、Ｓ９０４またはＳ９０５からＳ９０９に処理を進めた場合、特定のシートに対応
する挿入紙６０５を挿入できないとジョブコントロール処理部２０１が判断した場合、Ｓ
９０９へ進む。Ｓ９０９で、ジョブコントロール処理部２０１は、挿入紙を挿入できない
ことを示す警告を操作部１５０の表示部にメッセージで表示する。そして、処理を終了す
る。なお、Ｓ９０９の後、ジョブコントロール処理部２０１は、挿入紙を挿入せずに、ジ
ョブのページの画像を印刷したシートに対して、中綴じ製本処理を実行して排紙するよう
制御してもよい。
　第２実施形態によれば、挿入紙に対して中綴じ製本処理を実行する際に、挿入される挿
入紙の種類が、折り曲げられない種類である場合に、その旨をユーザに通知することがで
きる。そして、折り曲げられない種類の挿入紙を無理に折り曲げることによって印刷物の
品質が低下したり、フィニッシャ１１９が故障しやすくなったりすることを防止すること
ができる。
【００５７】
（その他の実施形態）
　なお、上述の実施形態では、製本物に１枚の挿入紙を挿入する際の処理の例について説
明した。しかしながら、本発明はこれに限られるものではない。例えば、図４（ｃ）に示
す画面で、追加ボタン５１４を使って、１冊の製本物の中に複数の挿入紙を挿入するよう
設定することができる。その場合に、ジョブコントロール処理部２０１は、それらの挿入
紙の枚数が、所定の枚数（ｎ枚）以上である場合に、エラーメッセージを操作部１５０の
表示部に表示し、ユーザの所定の枚数（ｎ枚）以上の挿入紙を挿入できないことを通知し
てもよい。また、ジョブコントロール処理部２０１は、表紙と、挿入紙の枚数の和が所定
の枚数（ｍ枚）以上である場合に、エラーメッセージを操作部１５０の表示部に表示する
ようにしてもよい。これらの制御によって、挿入するよう設定された挿入紙の数がむやみ
に多くなり、１冊あたりのシートの量がフィニッシャ１１９によって折り曲げ可能な枚数
を超えることを防ぐことができる。
　本発明の各工程は、ネットワーク又は各種記憶媒体を介して取得したソフトウエア（プ
ログラム）をパソコン（コンピュータ）等の処理装置（ＣＰＵ、プロセッサ）にて実行す
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【００５８】
　本発明は上記実施形態に限定されるものではなく、本発明の趣旨に基づき種々の変形（
各実施形態の有機的な組合せを含む）が可能であり、それらを本発明の範囲から除外する
ものではない。
【符号の説明】
【００５９】
　１１９　　フィニッシャ
　４０２　　スタックトレイ
　４０３　　処理トレイ
　４０４　　ステイプラ
　４０５　　ブックレットトレイ
　４０６　　中綴じ製本部

【図１】 【図２】

【図３】
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